
●
新
学
長
紹
介

笠
貫

宏

東
京
女
子
医
科
大
学
学
長

宮
崎
俊

一
前
学
長
の
退
任
に
伴

い
、
二

〇

一
三
年
九
月

一
日

付
で
学
長
に
就
任
し
た

。

笠
貫

新
学
長

は
一
九
四
三
年
福
島
県
生
ま

れ
。

一
九

六
七
年

千
葉
大

学
医
学
部

卒
業

後
、

東
京
女
子
医
科
大

学
附
属
日
本
心
臓
血
圧
研

究
所
内
科
入

局
。
循
環
器
内

科

学
講
座
主

任

教
授

、
同
大

学
附
属
日
本

心
臓
血
圧
研
究
所

長
を
務

め
、
二

〇
〇
八
年
に
定
年
退
任

。
そ

の
後
早
稲
田
大

学
理
工

学
術
院
教
授
を
経

て

就
任
し

た
。
博
士

（
医
学
）
。

専
門
は

循
環
器

内
科
学
、
医
療
レ

ギ
ュ

ラ

ト
リ
ー
サ
イ
エ
ン

ス
。
二

〇
一
〇
年
に
開
設

し
た
本
邦
初
の
共
同
大

学
院
で
あ
る
東
京

女

子
医

科
大
学

・
早
稲
田
大

学
共

同
大
学
院
に

お
い
て
、
医
療
レ

ギ
ュ

ラ
ト

リ
ー
サ
イ
エ
ン

ス
の
学
問
体
系
化
及

び
人
材

育
成
に
取
り
組

ん
だ
ほ
か
、
官
庁

の
審

議
会
・
部
会
な
ど
の

活

動
を
通
じ
て
国

の
施

策
や
運
用
改
善
に
携

わ
っ
て
き
た
。

東
京
女
子
医
科
大

学
は
、
一
九
〇
〇
年
の

吉
岡
彌
生
に
よ

る
創
設
以

来
、「
至

誠
と
愛
」

の
理
念
の
も
と
、
医

学
教
育
に
お
い
て
常
に

先
導
的
役
割
を
果

た
し

て
き
た
。
二
〇
一
三

年
、
世
界
医
学
教
育

連
盟

グ
ロ
ー
バ
ル
ス

タ

ン
ダ
ー
ド
に
基

づ
く
国

際
外

部
評
価
を
日
本

で
初
め
て
受
審
、
高

い
評
価

を
受

け
た
。

新
学
長
は
就
任

に
あ
た
り

、
本
学
が
日
本

で
唯
一
の
女
子
医
科
大
学
と
し

て
、
女
性
の

医

学
・
看
護
教
育

か
ら
、
二

一
世

紀
の
少
子

高
齢
社
会
に
お

い
て
指
導

的
地
位
に
立
つ
女

性
医
師
・
看
護
師
を
育

成
す
る
と
い
う

〝
第

二

ス
テ
ー
ジ
〟

と
位
置

づ
け

、
新
た
な
役
割

を
果
た
す
た
め
に
飛
躍

的
な
発

展
を
遂
げ

る

こ

と
を
表
明
し
た

。
さ
ら
に
全
人
的
医

療
を

基
盤
に
、
再
生
医
療

や
移
植
医

療
な
ど
の
最

先
端
の
医
療
を
研
究
開
発
し

、
実
践
す

る
国

際
的
メ

デ
ィ
カ
ル

セ
ン
タ
ー
と

し
て
の
展
開

を
目
指
す
。

●
連
盟
ニ
ュ

ー
ス

「
私
立
大
学
振
興
大
会
二
〇
一
三
」

開
催

日
本
私
立
大
学
団
体
連
合
会
（
会
長
＝
清

家
篤
慶
應
義
塾
長
・
日
本
私
立
大
学
連
盟
会

長
）
、
日
本
私
立
短
期
大
学
協
会
並
び
に
日

本
私
立
高
等
専
門
学
校
協
会
で
は
、
私
立
大

学
な
ど
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
な
ど
の
共
通

理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
平
成
二
十
六
年

度
私
立
大
学
関
係
政
府
予
算
と
税
制
改
正
に

係
る
私
立
大
学
側
の
要
望
実
現
に
向
け
、
広

く
国
民
に
理
解
と
支
援
を
働
き
か
け
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、「
私
立
大
学
振
興
大
会
二

○
一
三

」
を
開
催
し
た

（
平
成
二

十
五
年
十

一
月
二

十
八
日
、
東
京

ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
）
。

同
大

会
で
は
、
下
村
博
文
文

部
科

学
大
臣

か
ら
の
来
賓
の
あ

い
さ

つ
を

い
た
だ
き
、「
わ

が
国
の
知
識
基
盤
社
会
を
先
導
し

、
地
域
に

貢

献
す

る
私
立
大

学
・
短
期
大

学
-

今
こ

そ
、
私
立
大
学
・
短
期
大
学
の
時
代
」
を

テ
ー

マ
に
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ

た
。
小

松
親
次
郎
文
部
科
学

省
高
等

教
育
局

私

学
部
長
を
は
じ
め
と
す

る
パ
ネ

リ
ス
ト
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

か
ら

の
私

立
大

学
な

ど
の
あ
り
方

に
関
す

る
意
見

が
述
べ
ら
れ
た
。

ま

た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き

、
テ
レ

ビ
会
議

に
よ

る
参

加
も

行

わ

れ
、
全
国

の
私

立

大

学
・
短
期
大
学
関
係
者
約
三
〇

〇
人

（
テ
レ

ビ
会

議
含
む
）
の
フ

ロ
ア
参
加

者
と
共

に
国

へ
の
要

望
な
ど
を
述

べ
た

。

大

会
の
締
め
く
く
り
で
は

、
納
谷

廣
美
連

合
会

副
会
長
か
ら
、
当
日
参
加

の
私
立
大
学

な
ど
関

係
者

の
総
意
と

し
て
、
「
私
立
大

学

の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
に
基

づ
く
「
決

議
」

が
示

さ
れ
、
小
松
私
学
部
長

に
手

交
し
た
。

平

成
二

十
六
年
度
私
立
大
学

関
係
政
府
予
算

な
ど
に
係
る
私
立
大
学
側

の
要
望

の
実
現
と
、

高

等
教
育
の
八
割
を
担
う
私
立
大

学
な
ど
を

中
心
と

し
た
教
育
政
策

の
大
転
換
を
図

る
べ

き
で
あ
る
こ
と
が
強
く
確
認

さ
れ
た
。
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第350 号（平成25年度5月号）

【特集】

今 こそ、IR の導入を！

【座談会】

学生の主体性を引き出

す大学教育とは

【小特集】

自然災害にどう向き合

うか- 東日本大震災そ

の後

【インタビュー】

三宅宏美氏（ウェイト

リフティング選手）

第351 号（平成25年度7月号）
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学生 に海外体験を- 留学の ススメ

【座談会】

世界で活躍する人材を

養成するための真の外

国語教育とは

【小特集】

大学評価と改革の展望

【インタビュー】

朝井リョウ氏（作家）

第352 号（平成25年度9月号）

【特集】

求む！理系女子の ちから

【座談会】
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に大学は応えうるのか
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【インタビュー】

有賀明美氏（ウェディ

ングプランナー）

第353 号（平成25年度11月号）

【特集】

奨学金政策の今、 そし てこれから

【座談会】

サービ ス・ ラーニング

の学びが学生 にもたら

す もの

【小特集】

今、大学は「 平和」に

どう取 り組むか- 学徒

出陣70年 の節目に

【イン タビ ュー】

岩崎紘昌氏 （古美術

商・西洋 アンティー ク

評論家 ）

日 本 私 立 大 学 連 盟

WEB サ イ ト に て 、 全 文 を

無 料 公 開 し て い ま す 。

詳 細 は 、

http://www.shidairen.or.jp/

※第344 号（平成24 年5 月発行）の

もの から、対応し ています。



連
盟
ニ
ュ
ー
ス

●
「
改
正
労
働
契
約
法
に
関
す
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
開
催

平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
一
日
、
T
K
P

市
ヶ
谷
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
「
改
正
労
働
契
約
法
に
関
す
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
た
。

八
六
の
加
盟
大
学
よ
り
一
九
四
名
の
教

職
員
が
参
加
し
、
改
正
労
働
契
約
法
に
関

す
る
私
立
大
学
の
課
題
と
対
応
策
に
つ
い

て
、
人
事
労
務
管
理
の
観
点
か
ら
留
意
す

べ
き
事
項
に
つ
い
て
報
告
・
講
演
、
フ
ロ

ア
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
理

解
を
深
め
た
。

●
財
務

・
人

事
担
当
理
事
者
会
議
第

二
回

開
催

平
成
二

十
五

年
十
一
月
二
十
九
日

・
三

十
日

の
二

日
間

に
わ
た
り
、
神
戸

ポ
ー
ト

ピ

ア
ホ
テ
ル
に
て
「
こ
れ
か
ら

の
私

立
大

学

に

お
け

る
人

事
・

給
与

制

度

の
あ

り

方
」
を

テ
ー
マ
に
開
催
し
た
。

六
一
法

人
九
五
名
が
参
加
し

、
雇
用
形

態

の
多

様
化
の
視
点
に
基

づ
き

、
柔
軟

な

勤
務
形

態
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
な

ど
の
長

期

的

な
視

野
に
立
っ
た
教
職
員

の
人
事

制
度
、

職

務
の
内

容
を
勘
案
し
た
給
与
制
度

の
あ

り
方

に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
し
た
。

編

集

後

記

□

最
近
の
大
学
に
お

い
て
は
、

学
生
が
自

ら
学
ぶ
学
修
の
重
要
性

が
再
認

識
さ
れ
、

そ

れ
に
伴
っ
て
大
学
図
書
館
は
そ

の
よ
う

な

学
生
た
ち
に
支
援
を
行
う
こ
と

が
求
め

ら

れ
て
い
る
。
近
年
、
整
備

が
進
め
ら
れ

て

い

る
ラ
ー
ニ

ン

グ
・
コ

モ
ン

ズ
や
図

書

館

職
員
な
ど
に
よ

る
レ
フ

ァ
レ

ン
ス
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
学
修
支
援
は
、
こ

の
よ
う
な

要
請

に
応
え

る
動
き
で

あ
ろ
う

。

今
号

の
特
集
で
は
、
大
学
図

書
館
に
お

け

る
学
修
支
援
と
環
境

の
整
備

に
つ
い
て

特

徴
的
な
六
つ
の
大
学
か
ら
論
文

を
た
ま

わ
っ
た
。

先
生
方
の
論
文
を
拝
読
し
、

あ
ら
た
め

て

大
学
図

書
館
が
学
生
た
ち

の
主

体
的
な

学
び
の
場
へ
と
変
化
し
て

い
る
こ

と
を
感

じ

た
。
そ
れ
と
同

時
に
、
今
後
大

学
図

書
館

が
一
層
学
修
支
援
を
充
実

さ
せ

て
い
く
こ

と

に
伴

っ
て
、
大
学
の
各
部
門
と

の
連
携
、

人
材

の
活

用
な
ど
全
学
的
体
制

の
構
築
、

正

課
教
育
と
の
連
携
強
化
、

カ
リ

キ
ュ

ラ

ム
と

の
密
接
な
連
動
を

い
か

に
構
築
す
る

か
な
ど
の
課
題
も
多

い
と

い
う
こ

と
も
感

じ

た
。
し
か
し
、

い
ず

れ
に
し

て
も
大
学

図

書
館

は
、
こ
れ
か
ら
も
大

学
で
の
学
び

を

変
え

、
人

材

育
成

力

を
高

め

る
存

在

（
場
）
で
あ
り
続
け

る
と
思

わ
れ
る
。
各

大
学
の
こ
れ
か
ら
の
取
り

組
み
に
期
待
す

る
と
と
も
に
、
私
自
身
も

そ
れ
に
対
応
す

る
だ
け
の
意
識
と
ス

キ
ル
を
向
上
さ
せ
て

い
き

た
い
と

考
え

る
。
（
広

報
・
情

報
部

門
会

議
（
大
学
時
報
）
委

員
・
関
西
学
院

大
学
入
試
部
課
長
補
佐

筒
井

弘

幸
）

□

人
の
学
習
意
欲
を
強
く

刺
激
す
る
も
の

は
何
か
。
近
年
の
教
育
改

革
は
、
こ
の
疑

問
に
対
す
る
答
え
を
探

す
旅
で
あ
る
よ
う

に
思
う
。
か
つ
て
は

い
い
大
学
に
入
れ
ば

い
い
就
職
、
と

い
う

神
話

が
あ
り
、
今
は

ス
キ
ル
と
人
間
性
を

高
め
れ
ば
市
場
評
価

の
高
い
「
人
材
」

に
、
と

い
う
考
え
方
も

あ
る
。
だ

が
そ
れ
ら

は
、
本
当
に
学
生
の

意
欲
を
刺
激
し
て
き

た
の
だ
ろ
う
か
。

今

号
の
小
特
集
を

読
む
と

、
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
で
高
校
生

が
在
学
生
と
出
会

い
、
身
近
な
ロ
ー
ル
モ

デ
ル
と
し
て
意
識

し
て
い
る
こ
と

が
わ

か
る
。
出
願
、
合
格
、

入

学
に
つ
な

が
る
こ
と
も

多
い
よ
う
だ
が
、

実
は
加
え
て
重
要
な
示
唆

が
あ
る
よ
う
に

思

う
。
「
あ
の

人
の
よ

う
に

な
り

た
い
」

と
い
う
あ
こ

が
れ
は
、

強
力

に
学
習
意
欲

を
高
め
、
さ
ら
に
あ
こ

が
の
対
象
と
な
る

在
学
生
も
意
欲
を
向
上

さ
せ

る
と

い
う
こ

と
だ
。

大
学
の
授
業
や
カ
リ

キ
ュ

ラ
ム
、
施
設

も
、
近
づ
き
た

い
対
象
と
し

て
の
在
学
生

を
通
し
て
見

る
か
ら
こ
そ

、
そ
の
真
価
と

魅
力
を
理
解
で
き

る
。

在
学
生
を
教
育
す

る
意
味
は
実
に
多
面

的
だ
。
（
広
報
・
情
報

部
門
会
議
（
大
学
時
報

）
委
員
・
立
教
大

学
学
生
部
学
生
厚
生

課

木
村

健

太
）

□

幸
福
度
ラ
ン

キ
ン

グ
ア
ッ
プ
で
結
婚
式

を
二
回
に
わ
た
り
取
り

上
げ
た
。
学
生
生

活
を
過

ご
し
た

キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
挙
式
は
、

大
学
は
卒
業
後
も

学
生
の
人
生
に
意
味
を

も
つ
こ
と
の
一

つ
の
象
徴
と
言
え
る
。
ま

た
、
正
課
授
業
で

の
被
災
地
出
身
の
新
郎

新
婦
を
迎
え
た
結
婚

式
、
周
年
事
業
の
一

環
と
し
て
の

メ
モ
リ

ア
ル
ウ
エ

デ
ィ
ン

グ

な
ど
、
私
立
大
学
な

ら
で
は
の
多
様
な
取

り
組
み
を
ご
紹
介

い
た
だ
い
た
。
新
郎
新

婦
は
も
と
よ
り

、
お
二

人
に
寄
り
添

い
、

支
え
る
多
く

の
人

々
の
思
い
が
伝
わ

る
温

か
い
記
事
と
な

っ
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
は

、
伊
勢
神
宮
禰
宜
の

小
堀
邦
夫
氏
に

ご
登
場
い
た
だ
い
た
。
飛

鳥
時
代
か
ら
受
け
継

が
れ
る
二
〇
年
に
一

度
の
式
年
遷
宮

に
は

、
日
本
独
自
の
精
神

文
化
の
継
承
、

い
つ
の
時
代
も
変
わ
ら
な

い
永
遠
性
の
実
現
と

い
う
考
え
方
が
根
底

に
あ
る
こ
と
を
教
え

て
い
た
だ
い
た
。

ど
ち
ら
も
「
新
た

な
出
発
」
と
い
う
キ

ー
ワ
ー
ド
で
、
新
年
号

に
ふ
さ
わ
し

い
企

画

と
な
っ
た
。
二
〇

一
四
年
も
、
タ
イ
ム

リ
ー
な
、
ま
た
身
近

な
情
報
を
読
者
の
皆

様
に

お
届
け

し
た

い
。
（
日
本

私
立

大
学

連
盟
事
務
局

権
藤

和
代
）
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｝は同一学校法人

（124大学 平成26年1月20日現在）

愛 知 大 学

亜 細 亜 大 学
青 山 学 院 大 学
跡 見 学 園 女 子 大 学

梅 花 女 子 大 学
文 教 大 学

筑 紫 女 学 園 大 学
中 京 大 学
三 重 中 京 大 学

中 央 大 学獨 協 大 学
獨 協 医 科 大 学
姫 路 獨 協 大 学

同 志 社 大 学
同 志 社 女 子 大 学

フ ェ リ ス 女 学 院 大 学
福 岡 大 学

福 岡 女 学 院 大 学
福 岡女 学 院看護 大学

学 習 院 大 学
学 習 院 女 子 大 学

白 鴎
大 学

阪 南 大 学

広 島 女 学 院 大 学
広 島 修 道 大 学
法 政 大 学

兵 庫 医 科 大 学
兵 庫 医 療 大 学

実 践 女 子 大 学
上 智 大 学
聖 母 大 学

城 西 大 学
城 西 国 際 大 学
順 天 堂 大 学
関 西 大 学

関 西 医 科 大 学
関 西 学 院 大 学

関 東 学 園 大 学
関 東 学 院 大 学
活 水 女 子 大 学

慶 應 義 塾 大 学
恵 泉 女 学 園 大 学

敬 和 学 園 大 学

神 戸 女 学 院 大 学
神戸 海星女 子学 院大 学

國 學 院 大 学
国 際 大 学
国 際 武 道 大 学

国 際 基 督 教 大 学
駒 澤 大 学
苫 小 牧 駒 澤 大 学

皇 學 館 大 学
甲 南 大 学
久 留 米 大 学

共 立 女 子 大 学
京 都 産 業 大 学
京 都 精 華 大 学

京 都 橘 大 学
松 山 大 学
松 山 東 雲 女 子 大 学

明 治 大 学
明 治 学 院 大 学

宮 城 学 院 女 子 大 学
桃 山 学 院 大 学
武 蔵 大 学
武 蔵 野 大 学

武 蔵 野 美 術 大 学
名 古 屋 学 院 大 学

南 山 大 学
日 本 大 学
日 本 女 子 大 学

ノートルダム清心女子大学
大 阪 学 院 大 学
大 阪 医 科 大 学

大 阪 女 学 院 大 学
追 手 門 学 院 大 学
大 谷 大 学

立 教 大 学
立 正 大 学

立 命 館 大 学
立命館アジア太平洋大学

龍 谷 大 学
流 通 科 学 大 学
流 通 経 済 大 学

西 武 文 理 大 学

聖 学 院 大 学
成 城 大 学

聖 カ タ リ ナ 大 学
成 蹊 大 学
西 南 学 院 大 学

清 泉 女 子 大 学
聖 心 女 子 大 学
専 修 大 学
石 巻 専 修 大 学

芝 浦 工 業 大 学
白 百 合 女 子 大 学
仙台 白百 合女 子大学

園 田 学 園 女 子 大 学
創 価 大 学

大 正 大 学
拓 殖 大 学
天 理 大 学

東 邦 大 学
東 北 学 院 大 学
東 北 公 益 文 科 大 学

東 海 大 学
常 磐 大 学

東 京 医 療 保 健 大 学
東 京 女 子 大 学
東 京 女 子 医 科 大 学

東 京 経 済 大 学
東 京 農 業 大 学
東 京 情 報 大 学

東 京 歯 科 大 学
東 洋 大 学

東 洋 英 和 女 学 院 大 学
東 洋 学 園 大 学
豊 田 工 業 大 学

津 田 塾 大 学
和 光 大 学
早 稲 田 大 学

山 梨 英 和 大 学
四 日 市 大 学
四 日市看 護医 療大 学
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